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Ⅰ．はじめに
本学における成人看護学実習は，３年次後期のカリ
キュラムに組み込まれている。成人看護学実習Ⅱ（急
性期・回復期；以下，成人看護学実習Ⅱ）では，「手
術を受ける患者の外科的侵襲に伴う著しい変化に対応
し，心身の回復や社会への適応がはかれるように援助
できる」ことを目標の一つとして掲げており，周術期
にある患者に対して看護過程を展開していくように計
画されている。
周術期看護において，手術による身体的・精神的侵
襲を理解することは，看護過程を展開する中で，大変
重要な要素となる。そのため，成人看護学実習Ⅱでは
手術室見学実習を組み込んでおり，学生は自分が受け
持った患者の手術を見学するよう義務づけられてい
る。手術室見学実習は，手術によって患者がどの部位
にどのような損傷を負い，術後の生活において，どの
ような障害を来すのかを学生に熟慮してもらう機会と
なる。ただし，その位置づけは，患者理解の場として
だけではない。手術室看護を把握し，理解するための
場でもある。手術室という一般病棟とは異なる環境に
おいて，看護師はいかなる役割を果たしているのかを
学ぶことにより，広角的に看護の役割を把握させるの
が実習の狙いである。
吉井ら１）は，学生の手術室見学実習前後の手術に
対するイメージ調査を行い，実習前には脅威として捉
える傾向があったが，実習後は肯定的イメージに変化
したという結果を得ている。実際に手術室に入室し，
患者や医療スタッフの動きや雰囲気を体感すること
は，少なからず手術のイメージアップに繋がり，手術
室看護への興味を高める礎となる可能性がある。また，
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手術室看護師が業務を行っている様子を間近で見学す
ることで，その業務内容や役割分担，専門性などを客
観的に把握することができる。さらには，手術操作に
より患者の身体にメスが入る様子を視覚的に捉えるこ
とで，身体的侵襲やその侵襲が術後の生活に及ぼす影
響，ボディイメージの変化など，患者が抱えうる具体
的な問題に関して，考えを馳せることが可能となる。
一方で，明石２）が，臨床現場で目の当たりにする
患者の様相は，学生の想像を遙かに超えていると述べ
ているように，机上の学びにより形成されたイメージ
と現実における患者の状態の間には，かなりのギャッ
プが生じるか，もしくは全く次元の違う事柄のように
捉えられる可能性もある。そのギャップによりショッ
クを受け，手術室内で起こっている事象を冷静にとら
えることができず，効率的に自らの学びへと変換でき
ない場合があろう。また，学生が手術見学をしている
状況は，いわば手術室におけるチーム医療の蚊帳の外
であり，主体的に手術看護に関わることは難しい。見
学が主となり，結果として実践的な実習を行うことは
不可能である。
以上のように，手術室見学実習には大きな利点があ
ると共に，その利点の活用を妨げる要因を併せ持って
いる。つまり，指導指針の思惑を外れ，学生は十分な
学びを得られていない可能性がある。そこで，本学の
手術室見学実習において，学生が得ている学びの内容
を明らかにすることによって，現状の実習体制の評価
を行い，今後の課題を具現化することを目的とした。
Ⅱ．研究方法
１．成人看護学実習の概要
成人看護学実習の目的は，「既習の知識，技術を活
用し，健康障害を持つ成人期にある対象を統合的にと
らえ看護を実践する能力を養う」であり，急性期や回
復期，慢性期，終末期など各時期における学習目標を
立てている。成人看護学実習は，成人看護学領域にお
ける講義，演習を履修後，３年後期より成人看護学実
習Ⅰ（慢性期・終末期）と成人看護学実習Ⅱの２領域
を各々３週間の日程で行っている。
２．手術室見学実習の概要
成人看護学実習Ⅱにおいて，学生は手術を受ける患
者を１名ないし２名受け持つ。表１に示した行動目標
に沿って，自分で行動目標を立案した上で，受け持っ
た患者の手術に立ち会うこととなっている。行動目標
は，表１に示した内容を全て網羅し，各項目について
１つ以上の目標を立案するように指導を行っている。
教員が事前に手術室入室までのオリエンテーションを
行い，手術当日は，学生が一人で手術室に出向き，外
回り看護師（circulating nurse）から指導を受ける。
そして，成人看護学実習Ⅱ終了翌週の月曜日に手術室
見学実習レポートを提出させている。レポートの内容
は，手術室看護師の役割（手術室のチームワークにつ
いて等），術式による患者への侵襲，術後予測される
看護問題やその他考察したことなどで，特に字数制限
は設けず，A4用紙２枚に自由に記載する形式をとっ
ている。
３．用語の操作的定義
手術室看護：手術中の患者の安全と利益を保証する
ために，感染予防策や安全対策，業務の効率化を図り
ながら，手洗い看護師（scrub nurse）と外回り看護
師が行う看護のこと３）。
学び：手術室見学実習において，学生が五感を通し
て得た看護における主観的・客観的情報を知識として
変換した事柄。
４．研究対象
研究対象者は，Ａ病院で手術室実習を行った看護学
専攻の全学生79名のうち，研究協力に同意を得られた
63名（79.7％）とした。実習病棟は，消化器外科，整
形外科，脳神経外科，呼吸器外科，循環器外科，泌尿
器科とした。分析対象は，研究対象者63名の手術室見
学実習記録に記載されているレポート内容のうち，①
手術室看護師の役割，②手術侵襲及び合併症，③①②
以外の学びや考察の視点に関する記述とした。
表１ 手術室見学実習における行動目標
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５．倫理的配慮
研究対象者が成人看護学実習Ⅱを終え，レポートを
提出した後に，研究説明同意文書を渡した。口頭にて
研究の趣旨・目的，協力内容，個人のプライバシーの
保護，本研究から生じる利益・不利益，成績とは無関
係であること，データの管理について十分に説明を行
った。自署による同意文書の提出をもって，同意を得
たものとした。
６．分析方法
データの分析は Berelson，B．の内容分析４）を参
考にし，次の手順で行った。
まず，記述された手術室見学実習レポートから学生
の学びについての内容を１文脈単位として抽出した。
意味内容を損ねないように主語と述語からなる文章を
抽出し，記録単位とした。また，文章に複数の内容が
記述されている場合は分割し，複数の記録単位とした。
次に，導き出された記述の意味を吸い上げ，コードと
し，コードを意味内容の類似性に従い抽象化し，サブ
カテゴリ化した。さらにサブカテゴリを意味内容の類
似性に従い抽象化し，カテゴリとした。
各サブカテゴリ，カテゴリに分類された記録単位の
出現頻度と比率を算出した。
データに忠実に解釈が行われているかなど，データ
分析過程において，質的内容分析に精通した看護研究
者のスーパービジョンを受けながらすすめていくこと
で，信頼性の確保に努めた。
分析の信頼性は，本研究に携わっていない看護学研
究者２名に分析の一部を依頼し，スコットの式に基づ
き，一致率を算出した。
Ⅲ．結果
研究対象者の手術室見学実習レポートに記載されて
いる手術室看護師の役割，手術侵襲及び合併症，それ
以外の学びや考察の視点に関する記述を抽出し，1883
の記録単位を分析データとした。この分析データを意
味内容の類似性に従って統合・分類し，128のコード
を導き出した。さらにこれらのコードを統合し，37の
サブカテゴリを抽出し，同様にサブカテゴリから10の
カテゴリを抽出した。学生１人あたりの平均記録単位
数は，29.9であった。以下，コードは「 」，サブカ
テゴリは＜　＞，カテゴリは【 】で示す。
抽出された10のカテゴリは，【術前における外回り
看護師の業務】【手術により起こりうる合併症】【手洗
い看護師の業務】【手術室におけるチームワーク】【術
中・術直後における外回り看護師の業務】【手術に伴
う患者の身体的・精神的苦痛】【学生が実感した手術
室見学実習の効果】【手術室環境に関する情報】【回復
室看護師の業務】【手術室看護師に求められる能力】
であった（表２）。カテゴリとサブカテゴリにおける
一致率（３者間）について，スコットの式を用いて算
出した結果，86.0％となり，信頼性が確保されている
ことを確認した。
以下，カテゴリ毎に学生の学びの内容と特徴を示す。
なお，カテゴリは分類された記録単位数の多い順に示
す。
【術前における外回り看護師の業務】
このカテゴリは，手術室入室から執刀直前までにお
ける外回り看護師の業務内容として分類された。この
カテゴリに分類された記録単位数は347で，全記録単
位数の18.4％を占め，全カテゴリ中，最も多くの記録
単位を含有するカテゴリとなった。
サブカテゴリとして，＜患者への医療機器の装
着＞＜術前における褥瘡予防のための援助＞＜患者引
き継ぎにおける患者確認＞＜術前における患者体位の
調整＞＜麻酔導入前における精神的な援助＞が含まれ
ており，その内容からも分かるように，学生は外回り
看護師が患者を引き受ける時点から手術が開始される
までの間に，何を観察し，どのような配慮をし，何を
準備するのか，そしてどのようなことを注意点として
考慮しているかなど，外回り看護師の業務について体
系的に捉えていた。身体的な準備だけでなく，「麻酔
導入前は，患者さんを観察することにより不安感や緊
張の程度を察知し，援助することが重要である」とい
った精神面のケアについても，学びを得られている。
【手術により起こりうる合併症】
このカテゴリは，術式や手術体位など手術自体やそ
れに伴う処置，既往歴から予測される合併症の学びと
して，分類された。属するサブカテゴリは，＜術式に
より生じうる合併症＞＜既往歴から予測した合併
症＞＜手術体位により生じる合併症＞＜気管内挿管に
より生じる合併症＞＜術中の状態観察から予測した合
併症＞＜全身麻酔により生じる合併症＞であった。サ
ブカテゴリの内容からも分かるように，ただ単に術式
による侵襲だけを考えるのではなく，手術を行うにあ
たり施される処置（気管内挿管や体位固定など）や，
術中に観察した内容（出血量や肌の露出など）から合
併症を想起するに至っている。
このカテゴリに分類された記録単位数は344であり，
全記録単位数の18.3％を占めた。
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【手洗い看護師の業務】
このカテゴリは，術中における手洗い看護師の業務
内容に関する学びとして，分類された。属するサブカ
テゴリは，＜手術の流れに沿った器械の授受＞＜手術
野における感染予防策の実践＞＜器材の体内遺残を防
ぐための対策＞であった。サブカテゴリの示す内容と
表２ 手術室見学実習における学生の学び
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して，学生は手洗い看護師の業務を執刀開始から閉創
までと認識していることが分かる。また，手洗い看護
師が業務の中で，器械の授受だけでなく，感染予防策
や器材の体内遺残防止策などを講じていることも把握
している。
このカテゴリに分類された記録単位数は281であり，
全記録単位数の14.9％を占めた。
【手術室におけるチームワーク】
このカテゴリは，手術室において多種多様の医療職
が個々の専門性を発揮し，連携しているというチーム
ワークに関する学びとして分類された。属するサブカ
テゴリは，＜円滑な手術進行のためのチームワー
ク＞＜手術室におけるチーム構成員の関わり＞＜不足
物品の補充における連携＞＜手洗い看護師と外回り看
護師の連携＞であった。学生は，「手術室全体のチー
ムワークでは，お互いの専門性を理解した上で，個々
の特異性を発揮し，連携していくことが大切である」
といったように，手術室でのチームワークが，個々の
職種が役割を発揮することと綿密な連携により成り立
っていることを学んでいた。また，手洗い看護師と外
回り看護師間においても，連携が存在することに気付
いていた。
このカテゴリに分類された記録単位数は251であり，
全記録単位数の13.3％を占めた。
【術中・術直後における外回り看護師の業務】
これは，先に挙げた【術前における外回り看護師の
業務】とは異なり，主に術中・術直後において外回り
看護師がどのような業務を行っているのかという内容
に関して，分類されたカテゴリである。属するサブカ
テゴリは，＜異常早期発見のための厳重な観察＞＜麻
酔覚醒時の患者の安全確保＞＜手術野以外における術
者の補助＞＜術中の外部との連絡・調整＞＜手術室内
環境の調整＞であった。「30分間隔でバイタルサイン
と出血量，尿量を確認する」，「術中の検査出しや術後
のレントゲン撮影など手術室の外との連絡を行う」と
いったように，外回り看護師が患者状態の把握をし，
加えて手術室内外の連絡調整役をも担っていることを
学んでいた。
このカテゴリに分類された記録単位数は175であり，
全記録単位数の9.3％を占めた。
【手術に伴う患者の身体的・精神的苦痛】
このカテゴリは，手術侵襲によって患者が体験する
苦痛や術後生活における影響について，学生が想起し
た学びの内容として分類された。属するサブカテゴリ
は，＜手術侵襲により患者が体験する身体的苦痛＞＜
手術による患者の精神的苦痛＞＜手術侵襲による術後
の生活への悪影響＞であり，学生は皮膚切開などによ
る疼痛や手術を受けることによる精神的負荷，さらに
は，術後の生活にどのような悪影響が及ぼされるのか
を学んでいた。
このカテゴリに分類された記録単位数は146であり，
全記録単位数の7.8％を占めた。
【学生が実感した手術室見学実習の効果】
このカテゴリは，学生が手術室見学実習を通して，
気付いたことや初めて学んだことについて，誤った知
識を是正できたことについての内容が分類された。属
するサブカテゴリは，＜患者への情報提供が不安軽減
へと繋がるという気づき＞＜手術室見学実習を経験し
たことにより得た気づき＞＜付き添いにより患者が安
心するということを実感＞＜学生の手術室看護師に対
する印象の変化＞＜見学実習を通して考えた今後の抱
負＞であった。「術後の症状が軽快していく過程を説
明することで手術後の症状がずっと続くのではないか
という不安が軽減される」というコードが示すように，
術後における看護介入にまで言及したり，一方で「清
潔な器材の中にも滅菌と消毒などの区別があることに
気付いた」という基礎知識を修正したり，幅広い学び
を得ていた。
このカテゴリに分類された記録単位数は110であり，
全記録単位数の5.8％を占めた。
【手術室環境に関する情報】
このカテゴリは，手術室の設備や温度・湿度・照度
といった室内環境についての学びを分類したものであ
る。属するサブカテゴリは，＜手術室の設備＞＜手術
室内の環境＞であり，「手術室内の温度は，肌を露出
した状態である患者のため，室温26℃，湿度50～60%
設定であった」「手術室は，手術スタッフにとっても
適切な温度・湿度であることが必要である」といった
コードから，患者・医療職双方にとって快適かつ安全
な環境整備がなされていることを学び取っていること
が分かった。
このカテゴリに分類された記録単位数は103であり，
全記録単位数の5.5％を占めた。
【回復室看護師の業務】
このカテゴリは，患者が術後にまず搬入される回復
室において，看護師がいかなる業務をこなしているか
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という学びについて分類された。属するサブカテゴリ
は，＜回復室における患者の観察＞＜回復室から病棟
への情報伝達＞であった。回復室看護師は，術中の情
報と自らの五感を活用し，患者対応にあたっていると
いうことを学んでいた。また，継続看護の視点につい
ても学びを得ていた。
このカテゴリに分類された記録単位数は71であり，
全記録単位数の3.8％を占めた。
【手術室看護師に求められる能力】
このカテゴリは，手術室看護師として業務を行うに
あたり必要とされる能力について，学生が考えたり，
感じ取ったりした内容が分類された。属するサブカテ
ゴリは，＜外回り看護師に求められる能力＞＜手洗い
看護師に求められる能力＞であった。手洗い看護師と
外回り看護師が業務をこなすにあたり，求められる能
力について言及している。回復室看護師に関する記述
は見られなかった。
このカテゴリに分類された記録単位数は55であり，
全記録単位数の2.9％を占めた。
Ⅳ．考察
手術室看護は，高度な専門性を備えており，学生が
その業務の一翼を担うには，少し荷が重い分野である。
また，実習時間の短縮化や手術療法を受ける患者への
倫理的配慮から，看護学生の手術見学や手術室看護師
の役割体験の機会が少なくなっているという状況もあ
り５），学生が学びを深められるような実習体制を構
築しづらくなってきている。そのような状況下におい
て，学生が手術室看護について十分な学びを得られて
いるのかを検証するため，今回得られたカテゴリを基
に以下に考察する。また，実習指導体制に関する課題
についても述べる。
１．手術室見学実習における学びの内容と行動目標
手術室見学実習における学びは，表２に示す通り，
10カテゴリとそれに含まれる37サブカテゴリに分類さ
れた。対象となった全学生の個々のレポートを確認し
たところ，10のカテゴリを網羅していた。また，それ
ぞれのカテゴリが示す内容と表１に示した手術室見学
実習における行動目標を照らし合わせたところ，全て
の行動目標を充足していることが分かった。その詳細
を以下に述べる。
行動目標１）清潔・不潔区域を理解し，患者の安全を
考えて行動できる
この目標に相当するカテゴリは，【手洗い看護師の
業務】【術中・術直後における外回り看護師の業務】
【手術室環境に関する情報】である。手洗い看護師と
外回り看護師の業務を把握することで，清潔・準清
潔・不潔区域についての理解を深め，感染や合併症の
予防策を講じていることまで言及しており，患者の安
全を重要視するという感覚を養えている。今回のカテ
ゴリからは読み取れなかったが，手術室における学生
の行動は，看護師をモデルとしてとられていることは
十分に想像がつく。正しい知識を身につけ，正しい行
動を模倣することにより，自ら実践できるレベルへと
近づけていくことができる。この目標については，そ
の初期段階に到達できていると判断する。
行動目標２）麻酔や手術による侵襲を理解し，術後の
看護計画に結びつけることができる
この目標に相当するカテゴリは，【手術により起こ
りうる合併症】【手術に伴う患者の身体的・精神的苦
痛】である。学生は，手術や麻酔そのものの侵襲に関
して，述べることができている。例えば，「全身麻酔
により呼吸機能の低下が考えられる」といったように，
術後の呼吸機能低下のリスク状態を想起するための情
報を認知できている。今回抽出された内容には，具体
的な看護計画を示す記述は見当たらなかったが，全て
の学生が術後に看護計画を立案できていたため，術中
に得た情報と術後の状態観察から得た情報を統合して
から，看護計画立案に至っていると考えられる。これ
は，適切な思考過程と判断する。
行動目標３）手術体位や術式から術後に起こりうる問
題を予測し説明することができる
この目標に相当するカテゴリは，【手術により起こ
りうる合併症】である。学生は，行動目標２）のよう
に，手術や麻酔そのものの侵襲に加え，術式や手術体
位，気管内挿管など麻酔や手術に伴い施される処置に
より起こり得る合併症についても，学びを得られてい
る。【手術により起こりうる合併症】に含まれる＜術
中の状態観察から予測した合併症＞が挙げられている
のは，まさに見学実習を行った故に学習できた事柄と
言える。
行動目標４）麻酔導入から手術，麻酔覚醒の一連の観
察と急変時の対処方法を説明することができる
この目標に相当するカテゴリは，【術前における外
回り看護師の業務】【手洗い看護師の業務】【回復室看
護師の業務】【手術室におけるチームワーク】【術中・
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術直後における外回り看護師の業務】【手術に伴う患
者の身体的・精神的苦痛】である。この目標は，手洗
い看護師，外回り看護師，回復室看護師といった手術
室で業務をこなす看護師の観察の視点を把握すること
に，重点を置いている。そのため，多くのカテゴリが
該当している。ただし，急変時の対処方法に関しては，
特に記述がなかった。その理由として考えられるのは，
何より急変時の状況を体験しなかったことが挙げられ
る。急変は起こらないに超したことはなく，仮に学生
がその状況に身を置いてしまった場合，かなりの衝撃
を受ける可能性がある。しかし，実際に起こり得る状
況であり，その時にどのような対処を行うのかは理解
すべき点である。P.Benner６）は，ドレイファスモデ
ルに従い，看護学生を初心者と位置づけた。初心者の
原則論にのっとった行動はかなり限定され，柔軟性が
ないとしている。原則論を打破し，視野を広げるため
には，実際の臨場感はないにせよ，急変時の状況を設
定したロールプレイを用いて，取るべき行動を検討さ
せるといった学習方法が有効と考える。
行動目標５）手術チームメンバーの協動と手術室看護
の専門性について述べることができる
この目標に相当するカテゴリは，【術前における外
回り看護師の業務】【手洗い看護師の業務】【手術室に
おけるチームワーク】【術中・術直後における外回り
看護師の業務】【学生が実感した手術室見学実習の効
果】【回復室看護師の業務】【手術室看護師に求められ
る能力】である。手術室においては，様々な職種が協
働していることを体感して，学びとすることができて
いる。また，手術室看護師の活躍を実際に眺め，看護
師の視点から手術進行を見ることもできているため，
その専門性にも目が向いていると判断する。学生は，
事前に教科書などの文献を通して，手術室看護師の専
門性や役割を知識として得ているが，文面上の理解と
実際の看護師の行動が繋がることにより，より実用的
な知識へと変えていくことができるはずである。
抽出したカテゴリと行動目標の照合から，カテゴリ
のレベルにおいては，個々の学生が行動目標に沿った
内容を学習できていることがわかった。しかし，サブ
カテゴリの内容まで掘り下げると，個々の記述内容は
全てを充足できているわけではない。合併症の予測や
手術に関わる看護師の技量，そして担当患者の疾患や
気質など様々な要因，つまり各事例の個別性が学びの
内容に影響すると考えられる。より多くの学びを得る
ために，今以上に学生間における情報共有の機会を設
けることが有益である。
２．学びの内容からみた実習指導体制の評価と課題
戸田７）は，臨地実習とは，対象が自らのもてる力
を十分生かしながら生活していけるよう，学生が主体
的に看護実践能力を働かせながら直接関わり，その過
程を通して看護とは何かを，実感を持って理解する授
業であると述べている。本学における手術室見学実習
では，学生は患者に対して看護実践能力を発揮すると
いう直接的な関わりを持てないため，臨地実習の意義
を十分に生かしきれていないと考えることもできる。
しかし一方で，深澤８）のように，看護教育の在り方
に関する検討会報告の内容を踏まえて，手術室実習を，
周術期を体験する患者の看護を理解するための実習と
捉えると，学士レベルにおいては，高度な実践レベル
や熟練度は必要不可欠ではないと考えている教育者も
いる。臨地実習の中で行える範囲の看護技術を相対的
に考えると，手術室見学実習に限っては，現在行って
いる実習内容以上を求めることは不可能に近い。本学
の手術室見学実習の行動目標は，知識を得て，思考を
展開していくところまでを到達目標としており，高度
な手術室看護を実施出来るまでのレベルは求めていな
い。そして，今回の分析結果をもって，多くの学生が
行動目標に対応した学びを得ていることも分かった。
結論として，現状の実習指導体制においては，適切な
行動目標であると判断する。
ただし，臨地における学びに加え，先にも挙げたロ
ールプレイなどを用いた模擬体験を通して，手術室看
護を学ばせることには意義があると考える。手術室看
護の専門性を実感することにより，自らの看護の幅を
広げることができるからである。周術期における患者
の心理を学ばせるために，実際の手術室において患
者体験をさせるという実習方法がとられている施設も
ある９）。また，模擬手術演習として，手洗い看護師
や外回り看護師の模擬体験をさせている施設もあり
10），双方共に学習効果を得たという報告がある。こ
れらの演習方法をそのまま導入していくのではなく，
本学のカリキュラムでは，どのような取り組みが有効
なのかを熟慮し，より効果的な演習方法を構築してい
く必要がある。その際には，新卒看護師へのニーズも
加味する必要がある。
Ⅴ．まとめ
手術室見学実習における学生の学びの分析より，10
のカテゴリと37のサブカテゴリが抽出された。手術室
看護を実践することは出来ない中でも，多くの学生が
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手術室看護師の役割や手術による侵襲・合併症につい
て学びを得ていた。また，手術室におけるチームワー
クについても理解できていた。手術室看護を実施出来
るレベルにまで到達する必要はないが，その専門性に
触れ，理解できるような指導体制の構築を検討してい
くことが望まれる。
Ⅵ．本研究の限界
本研究は，学生のレポート内容のみを分析対象とし
ているため，全ての学びを網羅していない。学生が学
びとして言語化できていない部分が少なからずあるた
め，追調査としてグループディスカッション等を行い，
深層にある学びを引き出していく必要がある。
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Contents of students’ learning in an operating-room inspection:
An analysis of their reports from an operation
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Abstract： [Purpose] To clarify students’ learning in an operating-room inspection in the
course of Adult Nursing Practice II, regarding the roles of operating-room nurses and
operative invasion/complications. [Methods] Reports written by students who had participated
in the operating-room inspection were reviewed to extract sentences representing their
learning. These sentences were then categorized by their contexts into recording units, which,
in turn, were summarized to formulate categories depending on similarities in their semantic
contents, as directed in the content analysis of Berelson, B. [Results] Students’ learning in the
operating-room inspection was classified into 10 categories (including 37 subcategories): “ward-
round nurses’ tasks before an operation”, “complications attributable to an operation”, “scrub
nurses’ tasks”, “teamwork in the operating room”, “ward-round nurses’ tasks during and
immediately after an operation”, “patient’s physical and mental pain associated with an
operation”, “effects of the operating-room inspection as realized by students”, “information on
the operating-room environment”, “recovery-room nurses’ tasks”, and “skills required of
operating-room nurses”. [Conclusion] The analysis of students’ learning in the operating-room
inspection demonstrated that many students had achieved all of their individual behavioral
goals. Additionally, improvement of the practice system was considered to be necessary to
provide more practical learning for students.
Key words：operating-room nursing, perioperative nursing, operating-room training, students’
learning
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